
①　申請者が下水道法第１６条により市に申請

　『下水道（法第１６条）工事承認申請書』を市に提出する。 ≪様式１≫

添付書類 1 申請箇所位置図　（住宅明細図等に申請地を記載）

2 取付位置図　（管網図に公共桝の位置を記載すること）

3 工事施工図

4 公図の写し　（土地登記簿の地番の照合の為）

5 土地登記簿の写し　（土地所有者の確認の為）

6 下水道（法第１６条）工事承諾書　（土地所有者と申請者が異なる場合） ≪様式２≫

※土地の売買後で、登記が完了していない場合は「売買契約書の写し」を添付すること

7 申請代理人届

8 占用予定位置の写真

（正面、横断の２方向。布設位置・上下水道本管の線形・隣接する取付管・擁壁厚等を記入）

9 その他　（上記以外に市が必要とする場合）

②　市が申請内容について適正であると承認した時

『下水道（法第１６条）工事承認通知書』を市が申請者に交付しますので、交付後に工事着手すること。

※必ず工事着手前に道路使用許可（道路法第77条）を受けてください。

　道路使用許可申請は工事施工業者が、直接、所管警察署に対し行うこと。

　道路占用許可申請（道路法32条）は、将来管理者として市が行います。

③　仮復旧まで完了した時

下記の書類を市に提出すること。市と施工業者の立会いのもと、現地を検査します。

添付書類 1 下水道（法第１６条）工事中間検査願 ≪様式３≫

2 公共桝設置位置図

3 公共桝設置位置希望書

4 工事施工図（変更）

5 工事写真

・ ：着工前全景、既設管堀り上がり状況（支管取付箇所清掃後）

・ ：穿孔完了、支管取付完了

・ ：側溝側の土被り検尺、側溝・横断暗渠・上水道管等との離隔検尺、勾配確認（水平器）

・

・ ：埋戻し前の設置状況、公共ます流入高検尺（側溝天端から流入口）

・ ：路盤及び表層厚（下がり確認）、締固め状況、仮舗装完了

④　工事（本復旧まで）が完了した時

下記の書類を市に提出すること。市が舗装復旧状況の検査をします。

添付書類 1 下水道（法第16条）工事完成届 ≪様式４≫

2 工事写真（本復旧施工状況・完成）

3 下水道（法第16条）工事引渡書 ≪様式５≫

申請手続きや書式等の詳細及び不明な点については、野々市市土木部
上下水道課下水道係（電話076-227-6096）にお問い合わせ下さい。

申請等の手続き方法

下水道供用開始後の下水道（法第１６条）工事の手続きについて

　下水道の供用開始後に、土地所有者の都合（土地の分筆、合筆等）により公共桝を増設、移設、撤去等をする場合は、
下水道法第１６条による承認工事となります。この工事は、土地所有者と下水道工事施工業者の直接契約により行われる
工事で、申請手続き等は以下のとおりになりますので、内容を十分にご理解の上、施工されますようお願い申し上げます。

着 工 前

支 管 取 付 状 況

取 付 管 布 設 完 了

埋設シート設置状況

公 共 ま す 設 置 完 了

仮 舗 装 施 工 状 況



ｂ

1m以内

取付支管の離隔（管芯）
ＶＵ：0.7ｍ
ＨＰ：1.0ｍ

掘削ライン
※ 舗装本復旧の舗装版切断は本復旧時に行い、掘削時と同時に行わないこと。

舗装劣化の原因になります。

曲管は60°を標準とする

側溝との離隔
水道本管との離隔 基礎コンクリートから30cm以上
10cm以上
※下越しの場合も同様

※ 下水道本管の削孔下端は本管の中心より上方とすること。
上記によりがたい場合は下水道係と協議のこと。また、コンパクト支管の使用を検討すること。

断面図
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側溝

公共桝設置工事の計画留意事項

ー平面図・断面図の最小離隔寸法についてー

平面図 （隣接地の公共桝、給水引込みと同穴施工の場合）

下水 上水

Ｍ



　仮舗装完了後に中間検査願を提出してください。検査日決定後、市と施工者の立会いのもと、工事

中間検査（現地検査）を行います。検査に必要な道具や検査手順等は下記の通りとなりますので、

よろしくお願いします。

◆現場検査持参品

《公共桝及び取付管設置工事のみの場合》

検査鏡(小)、テープ、コンベックス、マイナスドライバー、懐中電灯

 バケツ(水入り)、くもり止めスプレー、鏡を拭く為の布、平面図等

《下水道本管及び人孔設置工事の場合》

上記持参品及び、検査鏡（大）、投光器、レベル、箱尺、マンホール蓋開け

◆検査手順

　《公共桝及び取付管》

① 桝蓋を開き、検査鏡（小）及び懐中電灯を使用し管内を確認。

② 汚水ピンが、取付管上の側溝壁（道路側）に設置されているか確認。

③ 上流側の人孔の中心（注：マンホール蓋の中心ではありません）から、下流側の人孔の中心

までテープを当て、上流側の人孔の中心から取付管（支管）までの距離を確認します。

次に、コンベックスで取付管の延長を確認します。（公共ます設置位置図のとおりであるか）

　《下水道本管及び人孔》

① 本管延長の確認。

② マンホール蓋の地盤高、本管管底高の確認。

③ 出来高管理表による勾配確認。

④ 人孔内目視検査。

◆施工者側の立会者は最低２名必要です。又、必要に応じ、交通整理員を配置してください。

◆事前にお伝えする検査開始時刻は予定であり、進行状況により前後することがあります。

◆本舗装完了後の検査については市が現地復旧状況の検査をします。

下水道（法第１６条）工事の中間検査について



野々市市長　　粟　　　　貴　章　　あて

　 　私、 は を代理人と定め、下記の内容について委任する。

・ 工 事 場 所 　　野々市市

・ 委 任 内 容 　　下水道（法第１６条）工事承認申請の手続き

　　下水道（法第１６条）工事承認通知書の受領

　　工事完了後の必要書類の提出

代理人 住所

（施工者）

氏名

　　　　　　年　　　月　　　日　

申請者 住所

氏名 ㊞

申請代理人届



（様式第１号）

野々市市長　　粟　　　　貴　章　　あて

申請者 住　所

（使用者） 氏　名 　　　㊞

（電話　　　　　　－　　　　　　　　　）

　下水道法第１６条の規定により下記のとおり申請します。

本 管

人 孔

取 付 管

公 共 桝

本 管

人 孔

取 付 管

公 共 桝

国 道

県 道

市 道

農 道

　※印の欄は記入しないこと。

　φ　　　　ｍｍ　　　　　　　　　　　 ｍ

　　　　　　　　　　　　箇所

　φ１５０ｍｍ　　　 箇所　　　　　　ｍ　　（その他　φ　　　　ｍｍ　　　　箇所　　　　　　ｍ）

　　　　　　　　　　　　箇所

　φ　　　　ｍｍ　　　　　　　　　　　 ｍ

撤去
　φ１５０ｍｍ　　　 箇所　　　　　　ｍ　　（その他　φ　　　　ｍｍ　　　　箇所　　　　　　ｍ）

　　　　　　　　　　　　箇所

　野々市市

　　　　　　　　　　　　㎡

　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　電話　　　　　　－

　住　所

　　　　　　　年　　　　月　　　　日　～　　　　　　　年　　　　月　　　　日

水 道 工 事

道 路 幅 員 　　　　　　　　　　ｍ　（車道幅員　　　　　　ｍ　歩道幅員　　　　　　ｍ）

　　　　　　　　　　　　箇所

　無　・　有　（業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　電話　　　　　－　　　　　　　　）

　・工事完成後の下水道施設は市に帰属し、管理は市が行う。

　・アスファルト　・コンクリート　・砂利　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　位置図、管網図（取付管設置予定位置を記載したもの）、工事施工図、公図・土地登記簿謄本の写し

　下水道（法第１６条）工事承諾書、申請代理人届、占用位置写真、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

設置
　

移設

下　水　道　（　法　第　１６　条　）　工　事　承　認　申　請　書

　　　　　　年　　　月　　　日

舗 装 種 類

添 付 書 類

条 件

敷 地 面 積

工事施工業者

工 事 目 的

工 事 場 所

工 期 （ 予 定 ）

　・工事完成後、一年間は工事施工業者が瑕疵補償責任を有する。

　・店舗、共同住宅等の駐車場乗入部、車輌の出入りが多い箇所、大型車輌の乗入の

※備　　　　　　　考 ※受　　　　　付※整理（許可）

番　　　号

水第　　　　　　　　　　号

　　可能性がある箇所については防護蓋を設置すること。



（様式第２号）

野々市市長　　粟　　　　貴　章　　あて

申請者 住　所

（使用者） 氏　名 　　　㊞

設置場所　　　　　野々市市

敷地面積　　　　　　　　　　　　　　　㎡

土地所有者

住　所

氏　名 　　　㊞

（電話　　　　　　－　　　　　　　　　）

下　水　道　（　法　第　１６　条　）　工　事　承　諾　書

　　　　　　年　　　月　　　日

記

　私所有の上記の土地に下水道工事の申請をすることについて承諾致します。



（様式第３号）

野々市市長　　粟　　　　貴　章　　あて

申請者 住　所

（使用者） 氏　名 　　　㊞

（電話　　　　　　－　　　　　　　　　）

下記工事について、中間検査をお願いします。

検査希望年月日 　　　　　年　　　月　　　日

特記事項　・舗装の本復旧工事は、仮復旧工事完了日から3か月以上の期間をおいて施工すること。

　　　・中間検査に合格した場合に限り、下水道施設の利用を許可する。

※印の欄は記入しないこと。

下　水　道　（　法　第　１６　条　）　工　事　中　間　検　査　願

　　　　　　年　　　月　　　日

許 可 番 号 　　　　　　　年　　　　月　　　　日　　水第　　　　　　　　号

工 事 場 所 　野々市市

中間検査日：　　 　　年 　　月 　　日

添 付 図 書 　公共桝設置位置図、公共桝設置位置希望書、工事施工図（変更）、工事写真

仮復旧完了日 　　　　　　　年　　　　月　　　　日

※回　　　　　　　議 ※検査者 ※指摘事項



（様式第４号）

野々市市長　　粟　　　　貴　章　　あて

申請者 住　所

（使用者） 氏　名 　　　㊞

（電話　　　　　　－　　　　　　　　　）

※印の欄は記入しないこと。

工 事 完 成 日 　　　　　　　年　　　　月　　　　日

※回　　　　　　　議 ※検査者 ※備　　　　　　　　　　考

完成検査日：　　 　　年 　　月 　　日

※受　　　　　付

工事施工業者
　住　所

　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　電話　　　　　　－

下　水　道　（　法　第　１６　条　）　工　事　完　成　届

　　　　　　年　　　月　　　日

許 可 番 号 　　　　　　　年　　　　月　　　　日　　水第　　　　　　　号

工 事 場 所 　野々市市



（様式第５号）

野々市市長　　粟　　　　貴　章　　あて

申請者 住　所

（使用者） 氏　名 　　　㊞

（電話　　　　　　－　　　　　　　　　）

本 管 φ　　　　ｍｍ　　　　　　　　　　　　ｍ

人 孔 箇所

取 付 管 φ150mm　　　箇所　　　　　ｍ　（その他φ　　　mm　　　箇所　　　　　ｍ）

公 共 桝 箇所

工事完成後、一年間は工事施工業者が瑕疵補償責任を有する。

引 渡 物 件

備　　考

工 事 場 所 　野々市市

工 事 完 成 日 　　　　　　　年　　　　月　　　　日

下　水　道　（　法　第　１６　条　）　工　事　引　渡　書

　　　　　　年　　　月　　　日

　下記の工事を　　　　　年　　　月　　　日の工事完成検査の結果、合格したので野々市市公共下水道施

設として引渡します。

許 可 番 号 　　　　　　　年　　　　月　　　　日　　水第　　　　　　　　号



◎印で公共ますの設置希望位置を示し、 ※　土　地　地　番

隣地境界線からの寸法を記入してください。

野々市市　　　　　　町　　　　　　丁目　　　　　　　　番

㎡

公共ますは、 個まで野々市市の

負担金で設置できます。

は下水道計画路線を示します。

の道路に接したところから公共ますが設置可能です。

年 月 日

ＴＥＬ

－
－ 例 － ㊞

◎は公共ますを示す

メートル

メートル

◎ －
㊞

（100番） （103番）

公　共　ま　す　設　置　位　置　希　望　書

土
地
所
有
者

住　所

氏　名

施工業者工区　　

ＴＥＬ

※土地所有者と異なる場合に記入してください。

1.5

隣
地
の
地
番

隣
地
の
地
番 所有の土地

0.8

注：1メートル以内

150㎡

道　路

家
屋
所
有
者

住　所

102番
処理分区　　

側溝

氏　名



整理番号

設置場所

○
　Ｌ2＝（　　　　　）ｍ

側溝

Ｌ１＝（　　　　　）ｍ
　上流人孔

● ●

Ｌ＝（　　　　　）ｍ

側溝

　　　　　年　　　月　　　日　

住所

氏名 ㊞

※ 人孔間の距離Ｌ、上流側人孔から取付位置までの距離Ｌ１、取付管
の長さＬ２をそれぞれセンチメートル単位まで実測して工事写真と
いっしょに提出して下さい。

施 行 年 月 日

工事施工業者名

公　共　桝　設　置　位　置　図

　野々市市



占用位置予定写真

正面

横断



※擁壁がある場合は擁壁厚も記入

Ｈ4：管底高
Ｈ ：流入隆

取付管延長
自在曲管Θ＝ ｍ

カラー
取付管勾配

Ｌ1 可とう支管
※1.0％～6.5％以内とすること。

本管　φ　　　　ｍｍ（既設）

塩ビ製汚水桝φ２００

A

※給水管と併設する場合は、離隔（30㎝以上）を確保すること。

Ｈ

自在曲管Θ＝

A´
Ｈ＝０．８０以上

塩ビ製汚水桝（底抜き）φ２００

A

Ｈ

自在曲管Θ＝

A´
※掘削影響幅については、舗装状態（ひび割れ、継目位置など）により市から復旧範囲を指示する場合がある。 Ｈ＝０．８０以上

※公共桝の流入高さは当該敷地を包括できる桝の深さを設定すること。

A´

Ｈ
5
＝

　舗　装　復　旧　図　

密粒度アスコン（　　Ｆ）

影響幅
（路盤厚）

Ｈ
3
＝

ｔ＝　　　　ｃｍ

Ｗ

Ｈ
6
＝

ｔ＝　　　　ｃｍ

Ｈ
＝

側溝　

車道　

側溝　

歩道　

掘削深が1.5ｍ以上の場合、
土留を入れる。幅は1.00ｍとする。

Ｈ
5
－

Ｈ
6
＝

Ｗ１＝

Ｗ=　

　工　　事　　施　　工　　図　

Ｈ
2
＝

Ｈ
1
＝

　取　付　管　断　面　図　

車道幅員　Ｌ１＝

Ｌ７＝

車　　道

埋戻　砂

（使用する公共桝のタイプを四角で囲むこと）

桝　部　断　面　図

Ｌ4

《仮復旧》

平
均
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削
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Ｈ

5
＝

（
H

2
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H

4
）
/
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Ｈ
5
＝

Ｈ
6
＝

ｔ＝　　　　ｃｍ

細粒度アスコン（１３Ｆ） ｔ＝　　　　ｃｍ

Ｌ６＝Ｌ５＝

再生砕石

歩　　道

Ｈ
４
＝H

6
＝

再生砕石

埋戻　砂

　平　　　　面　　　　図　

　支管取付の場合　 　Ｎｏ．　　　　　設置場所　：野々市市　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ２＝

　Ｗ2＝

密粒度アスコン（１３Ｆ）

再生砕石　ＲＣ-40

　参考平面図　

Ｌ３＝
Ａ歩道幅員

×100＝

（Ｌ7-0.5）+Ｈ3＝

％

民　　地

　　　Ｌ４＝

Ｈ2-Ｈ4

Ｌ7-1.0

平
均

掘
削

深
さ

　
Ｈ

5
＝

（
H

2
+
H

4
）
/
2

影響幅
（路盤厚）

Ｗ=　

《本復旧》

側溝　

Ｗ１＝

8
0
0

600

300

：　舗装復旧範囲

　Ｗ2＝

　車　　道　　部　

仮復旧 本復旧

再生砕石　ＲＣ-40

ｔ＝　　　　ｃｍ

ｔ＝　　　　ｃｍ

ｔ＝　　　　ｃｍ

埋戻　　砂

再生砕石　ＲＣ-40 ｔ＝　　　　ｃｍ

粗粒度アスコン（　　　）

Ａｓ安定処理

粒調砕石　Ｍ-30

ｔ＝　　　　ｃｍ

Ｈ
5
－

Ｈ
6
＝ 埋戻　砂

　歩　　道　　部　

Ｈ
4

Ｈ
4

影響幅
（路盤厚）

Ｗ=　



※擁壁がある場合は擁壁厚も記入

Ｈ4：管底高
Ｈ ：流入隆

自在曲管Θ＝ 取付管延長
ｍ

カラー

可とう支管 取付管勾配

本管　φ　　　　ｍｍ（既設） ※1.0％～6.5％以内とすること。

※給水管と併設する場合は、離隔（30㎝以上）を確保すること。

塩ビ製汚水桝φ２００ 塩ビ製汚水桝（底抜き）φ２００

A A

Ｈ Ｈ

自在曲管Θ＝ 自在曲管Θ＝

A´ A´
Ｈ＝０．８０以上 Ｈ＝０．８０以上

※掘削影響幅については、舗装状態（ひび割れ、継目位置など）により市から復旧範囲を指示する場合がある。 ※公共桝の流入高さは当該敷地を包括できる桝の深さを設定すること。
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《本復旧》

　参考平面図　

×100＝

　桝　部　断　面　図　（使用する公共桝のタイプを四角で囲むこと）

掘削深が1.5ｍ以上の場合、
土留を入れる。幅は1.00ｍとする。
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《仮復旧》
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